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賀
茂
季
鷹
資
料
抄

短
冊
編

ー

そ

の

一
ー

盛
田

帝
子

賀
茂
季
鷹

の
和
歌
和
文
は
至
る
所
に
散
在
す
る
。
全
集
の
な
い
今
そ
の
ひ
と

つ
ひ
と

つ
を
収
集

し
紹
介
す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
が
、
今
回
は
茶
梅
庵
文
庫
主

の
御
協
力
を
得
て
、
御
所
蔵

の
季
鷹
短

冊
を
紹
介
す
る
。
季
鷹
が
多
く

の
短
冊

を
認
め
、
相
当
数
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
中
に
は

『
雲

錦
翁
家
集
』
に
収
録
さ
れ
ぬ
歌
が
あ
り
、
ま
た
同
集
収
録
歌

の
詞
書
を
補
う
よ

う
な
情
報

の
記

さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。

同
じ
歌
を
繰
り
返
し
認
め
て
い
る
こ
と

も
多

い
が
、

こ
れ
は
書
と
し
て
の
価
値

を
意
識
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

に
季
鷹

の
短
冊
を
あ
る
程
度

一
括

し
て
掲
げ
る

こ
と
は
、
季
鷹

の
筆
跡
を
知
る

上

で
も
有
意
義
な

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
季
鷹

の
短
冊
に
は
桜
紅
葉

の
散
ら
し
模
様
が
多

い
。
こ
れ
は
、
寛
政

十
三
年
十

二
月
二
十
日
余
り
吉
野
の
桜

と
龍
田
の
紅
葉
を
移
し
植
え

て
雲
錦
亭

と
名
付
け
て
移
り
住
み

(
『雲
錦
翁
家
集

』
)
、
自
ら
も
雲
錦
と
号
し
た

こ
と
に

よ

る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
典
麗
な

つ
く
り
の
も

の
が
多
い
。
寛
政
十
三
年

は

二
月
五
日
に
改
元
さ
れ

て
い
る
の
で
、
季
鷹
が
雲
錦
亭
に
移

つ
た

の
は
享
和

元
年
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
現
段
階

で
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

い

ず
れ
に
し
ろ
、
桜
と
紅
葉

の
散
ら
さ
れ

た
季
鷹
好
み
の
短
冊
は
、
ほ
ぼ
四
十
八

歳

(享
和
元
年
)
以
降

に
記
さ
れ
た
も

の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
若
書
き
の
字
体

の
短
冊
に
桜
紅
葉
の
散
ら
し
模
様

は
見
受
け
ら
れ
な

い
。

さ
て
、
今
回
紹
介
す

る
茶
梅
庵
御
所
蔵

の
短
冊
は
御
所
蔵
申

の
五
十
五
枚
で

あ
る
。
和
歌
の
み
で
な
く
狂
歌

の
短
冊
も
含
ま
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
和
歌

の

場
合

「季
鷹
」
と
本
名
が
、
狂
歌

の
場
合

「
雲
錦
」
と
号
が
署
名
さ
れ
て
い
る
。

短
冊
の
寸
法
は
縦
が
三
四

・
九
糎
か
ら
三
六

・
九
糎
、
横
が
五

・
二
糎
か
ら
六

.
五
糎

で
あ
る
。
紙
質
や
模
様
は
多
岐
に
わ
た
る
。
短
冊
二
五
の
よ
う
に
布
地

に
和
歌
を
認
め
た
も
の
も
あ
る
。
模
様
は
季
鷹
好
み
の
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様

の

短
冊
の
他
、
白
短
冊
、
内
曇
り
短
冊
、
金
銀

の
箔
、
砂
子
、
動
植
物
を
あ
し
ら

つ
た
豪
華
な
短
冊
な
ど
が
あ
る
。
書
式

で
珍

し
い
の
は
短
冊
七
で
あ
る
。
長

い

詞
書
が
短
冊
の
上
部
に
収
ま
ら
な
い
の
で
、
美
観
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
歌
の
行
間

に
割
り
込
む
か
た
ち

で
詞
書
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た

の
は
文
政
十
年
四
月
頃
、
季
鷹
が
浜
松
殿
に
召
さ
れ
た
時

で
あ

る

(
『
雲
錦
翁

家
集
』
所
収

の
同
歌
詞
書

)。
浜
松
殿
は
水
野
忠
邦
。
文
政
九
年
十

一
月
に
大

坂
城
代
か
ら
京
都
所
司
代

・
侍
従
と
な

つ
て
い
る
。
旧
蔵
者
に
関
し
て
は
、
短

冊
番
号

五

・
二

一
の
裏
に

「
秋
圃
愛

玩
」

(朱
印
)
と
押
印
さ
れ
て

い
る
こ
と

か
ら
斎
藤
秋
圃
の
旧
蔵
、
ま
た
短
冊
十

の
裏
に
は

「
燕
斎
」
(
朱
印
)
と
押
印

さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
小
笹
喜
三
氏
旧
蔵
か
。
短
冊
二
八

二
一=

・
三
六

の
裏

の
押
印
は

『
京
都
古
書

組
合
総
合
目
録
』
第
十

二
号

(
平
成
十

一
年
十

一
月
)
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に
掲
載
さ
れ

て
い
る

「
小
笹
喜
三
翁
蒐

集
切
」
の
裏

の
押
印
と
同
じ
も

の
で
あ

る
。
「
平
安
堂
主
人
」

(朱
印

)
「
直
賎

」
(
朱
印
)
と
判
読

し
た
。
短
冊

二
九

・
三
〇

・
四
四
の
裏

に
は

「
桐
園
」
(朱

印
)
と
押

印
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在

の
と

こ
ろ
旧
蔵
者
は
未
詳
。
記
し
て
御

教
示
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

(
縦

三

⊥ハ

・

一
糎

×
横

六

・
○

糎

。

金

描

二
鳥

薄

紅

地

)

凡
例

一
実
勝
千
虚

も
も
千

》
に
あ
や
な
す
人

の
言

の
葉
は
ひ
と

つ
ま

こ
と
に
し
か

ず
ぞ
有
け
る

季
鷹

各
短
冊
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た

。

短
冊
影
印
の
右
側

の

(

)
内
に
寸
法

・
模
様

・
色
等
を
記
し
た
。

短
冊
影
印

の
左
側
に
翻
字
を
記
し
た
。

『
雲
錦
翁
家
集
』
『
狂
歌
云
禁
集
』

所
収
歌
に
は
翻
字

の
下

の

(

)
内

に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

一

裏
書

の
あ
る
も
の
は
短
冊
の
翻
字

の
あ
と
に
影
印
を
掲
載
し
、
左
側

に
翻

字

を
記
し
た
。

翻
字
は
可
能
な
限
り
資
料

に
忠
実

に
翻
字
す
る
が
以
下
の
点
に
お
い
て
は

例
外
と
す
る
。

ア

漢
字
は
す

べ
て
通
行

の
字

体
に
統

一
し
た
。

イ

濁
点
を
私
に
付
し
た
。

ウ

詞
書
に
は
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。

二

(縦
三
六

・
六
糎

×
横
六

・
〇
五
糎
。
銀
引
霞
秋
草
銀
箔
金
銀
砂
子
)

月
前
水
鶏

終
夜
た

ゝ
く

ゝ
ひ
な
は
柴
戸
に

つ
き
面
し
ろ
く
さ
せ
ば
也
け
り

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

夏
歌
)

〔
裏
書
〕
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鶴
印

加
茂
社
司

山
本
阿
波
守

三

(
縦

三

六

・
二

糎

×
横

六

・

一
糎

。

金

引

霞

)

詠
雪
廻
文
歌

し
ら
ゆ
き
は
な
べ
つ
ゝ
め
ど
も
小
野
山
や
野
を
も
と
め

つ
ゝ

へ

な
ば
き
ゆ
ら
し

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

四

俳
譜
歌
)

〔
裏
書
〕

古
寺
夕
霧

い
ら
か
お
ち
軒
端
く
ち

に
し
古
寺
に
た
く
空
だ
き
や
秋
の
夕
霧

季
鷹

四

(
縦
三
五

・
九
糎

×
横

五

・
三
糎
。
雲
母
摺
り
雪
月
花
布
目
)

西
京
加
茂
神
主

加
茂
季
鷹
先
生
筆

「秋
圃
愛
玩
」
(
朱
印
)
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六

(縦

三
六

・
三
糎

×
横
五

・
九
糎
。
打
曇
)

水
上
螢

夏
夜
は
火
に
入
む
し
も
有
物
を
い
け
水
さ
ら
で
と
ぶ
蛍
哉

鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

夏
歌
)

季

五

(
縦
三
六

・
一
糎

×
横

五

・
六
糎
。
色
違
打
曇
銀
引
霞
)

山
家
経
年

花
を
愛
も
み
ち
に
染
る
心
こ
そ
す
て
し
浮
世

の
余
波
也
け
れ

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

三

雑
歌
)



七

(
縦

三

四

・
九

糎

×
横

五

・
五

糎

。

布

目

)

浜
松
殿
に
参

し
日
、
新
樹
に
し
め
や
か

に
雨
そ
ぼ

ふ
り
け
れ
ば
、
な
か
　

に

お
か

し
く
て
、
は
し
ち
か
く
見
居
た
り

し
に
、

こ
の
け
し
き
を
よ
め
と
仰
ら
れ

し
か
ば

き

の
ふ
か
も

花
に
か

こ
ち
し
雨
ぞ
と

は
誰
か
若

葉

の
露
に
見
て
ま
し

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

夏
歌
)

八

(縦

三
六

二
二
糎

×
横
五

・
九
糎
。

金
銀
描
桜
紅
葉
散
ら
し
銀
引
霞
布
目
茶

色
地
)

新
樹

水
枝
さ
す
葉
広
く
ま

が
し
若

か

へ
で
は
な
に
か

へ
て
も
見

べ
か

り
け
り

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

夏
歌
)

都
時
雨

よ
し
や
ふ
れ
都
大
路

の
村
し
ぐ
れ
軒
端
つ
た

ひ
に
袖
は
ぬ
ら
さ

じ

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

冬
歌
)

十

(縦

三
六

・
四
糎

×
横
六

・
一
糎
。
銀
引
霞
銀
描
桜
紅
葉
散
ら

し
模
様
布
目

水
色
地
)

霞

春

の
き

る
霞
の
袖
の
た
て
ぬ
き
や
は
な
う
ぐ
ひ
す

の
色
音
な
る

ら
ん

季
鷹

〔
裏
〕
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九

(縦
三
六

・
四
糎

×
横
六

・
○
糎
。
銀
引
霞
銀
描
小
松
模
様
布
目
)



燕
斎
」

朱
印
)

 

十

一

(
縦
三
六

二
二
糎

×
横

五

・
二
糎

。
金
砂
子
)

恋
寄
中
に

ゆ
み
矢

と
り
あ

だ
に
む
か

へ
る
物
部

の
命
を
ち

ま
ぬ
恋
も
す

る
哉

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
三

恋
歌
)

試
筆

霞
た
ち
梅
か
を
り
け

り
瓢
形
の
月
雪
花

の
三
の
は
じ
め
に

季

鷹十
二

(縦

三
六

・
七
糎

×
横
六

・
○

糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)

十

四

(縦
三
六

・
七
糎

×
縦
六

・
○
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)
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月
前
雁

さ
く
ら
花
見
捨
し
は
る
の
心
を
ば
月
に
し
れ
と
や
来
暗
π
が
音

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
二

秋
歌
)

名
所
紅
葉

季
鷹

龍
田
河
さ
ら
す
も
織

も
紅
葉

の
に
し
き
や
神
の
御
け
し
成
ら
ん

十
五

(縦
三
六

・
八
糎

×
横
六

・
一
糎
。
銀
引
霞
)

十
三

(縦

三
六

・
七
糎

×
横
六

・
○
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)



織
女
ま

つ
る
と

こ
ろ
に
空
を
見
人
有

棚
ば
た
に
心
を
さ

へ
や
か
し
に
け
む
け

ふ
の
暮
る
は
立
待
れ

つ
》

錦
翁
家
集
』
巻

二

秋
歌
)

季
鷹
(『
雲

十
八

(
縦
三
六

・
八
糎

×
横
六

・
一
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)

十
六

(縦

三
⊥ハ
・
八
糎

×
横
六

・
一
糎

。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)

藤
花
盛
に
人

の
も
と

へ

い
け
水

の
岸

の
ふ
ち
波
咲
し
よ
り
我
さ

へ
人
を
ま

つ
に
か

ゝ
れ
り

季
鷹

(『
雲

錦
翁
家
集
』
巻

一

春
歌
)

名
所
鶴

君
が
代
は
長
井
浦
に

栖
た
つ
も
ゆ
た
に
や
お
の
が
千
世
を

へ
ぬ

ら
む

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
三

雑
歌
)

十
九

(縦
三
六

・
八
糎

×
横
六

・
一
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)
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十
七

(
縦
三
六

・
八
糎

×
横

六

・
一
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)

萬
物
感
陽
和

鷹

春
日
の
ひ
か
り
に
も
れ
ぬ
色
音
哉

み
ね

の
早
蕨
た
に
の
鶯

季

彿
雪
待
客

柴
戸
の
内
外
の
雪
は
払

へ
共
お
ぼ
束
な
し
や
岩
ね
松
が
根

季

鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
二

冬
歌
)

二
〇

(縦
三
六

・
八
糎

×
横
六

・
一
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)



二
二

(
縦
三
六

・
二
糎

×
横
六

・
○
糎
。
銀
引
霞
布
目
)

社
頭
時
雨

奉

る
ぬ
さ
な
ぬ
ら
し

そ
村
し
ぐ
れ
ぬ
か
つ
く
袖
は
さ
も
あ
ら
ば

あ
れ

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

冬
歌
)

吉
野
に
て
よ
み
し
花
歌

の
中
に

芳
野
山
は
な
散
に
け
り

い
ざ
出
ん
世
を
ば
う
し
と
も
思
ほ
え
ぬ
身
は

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

春
歌
)

季
鷹

二

}

(
縦
三
六

・
○
糎

×
横
五

・
八
糎

。
金
砂
子
天
地
金
泥
)

〔裏
書
〕
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詠
雪
廻
文
寄

し
ら
ゆ
き
は
な

べ
つ

ゝ
め
ど
も
小
野
や
ま
や
野
を
も
と
め

つ
〉

へ
な
ば
き
ゆ
ら
し

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

四

俳
譜
歌
)

上
加
茂
祠
官
山
本
氏
。

九
十

一
。
加
茂
季
鷹
大
人

正
四
位
下
安
房
守
。
天
保
十

三
年
九
月
卒
ス
。
年

〔
裏
書
〕

二
三

(
三
六

・
九
糎

×
横

五

・
七
糎
。
水
泡
模
様
)

西
京
加
茂
祠
官

加
茂
季
鷹
先

生
筆

「秋

圃
愛
玩
」
(朱
印
)



故
郷
雪

朽

し
軒
あ
れ
し
覧
も
雪

降
ば
む
か

し
に
復
る
故

郷
庭

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

冬
歌
)

季
鷹

二
六

(縦
三
五

・
六
糎

×
横
五

・
四
糎
。
色
違
打
曇
)

二
四

(
縦
三
六

・
一
糎

×
横
五

・
六
糎

。
銀
引
霞
銀
描
菊
散
ら
し
)

月
前
雁

さ
く
ら
花
見
捨

し
春
の
心
を
ぱ
月
に
し
れ
と
や
来
喘
r
が
ね

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
二

秋
歌
)

十
六
夜
月

き
そ
の
夜
は
最
中
今
夜

は
十
六
夜
と
月
の
光
に
誰
か
わ
け
ま
し

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

秋

歌
)

二
七

(縦
三
六

・
六
糎

×
横
六

・
○
糎
。
打
曇
銀

引
霞
)
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二
五

(
縦

三

四

・
八

糎

×
横

五

・
六

糎

。

布

地

)

水
の
ほ
と
り
に
梅
花
さ
き
た
る

ゆ
く
水
に
う

つ
ろ
ふ
岸

の
梅
が
え
は
な
み
の
花
に
も
香
を
や
か
す
ら
む

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

春
歌
)

季
鷹

苗
代
に
花
の
ち
り
た

る
所

水
に
栖
か
は
つ
も
花
に
声
す
也
さ
く

ら
な
が
る

〉
小
田

の
苗
代

季
鷹

(『
雲

錦
翁
家
集
』
巻

一

春
歌
)

二
八

(
縦
三
五

・
五
糎

×
横
五

・
四
糎
。
銀

引
霞
銀
描
草
花
銀
砂
子
)



秋
月
揚
明
輝

見
ま

、
に
心
も
す
め
り
秋
は
只

つ
き
に
光

の
ぞ
は
る
の
み
か
は

季
鷹

〔
裏
書
〕

花
似
雲

三
芳
野

ゝ
よ

し
や
雲
に

は
ま
が
ふ
共
ゆ
き
と
な
ち
り
そ
山
桜
花

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

春
歌

)

〔
裏
書
〕

千
種

の
花

秋

「
撰
歌
」
(藍
印
)
「
桐
園
」
(朱
印
)

「合
」
(朱
印
)
「桐
園
」
(
朱
印
)
山
城
上
加
茂
祠
官

山
本
安
房
守

花
似
雲

三
芳

野

ゝ
よ
し
や
雲
に

は
ま
が
ふ
共
ゆ
き
と
な
ち
り
そ
山
桜
花

季
鷹

直
賎

「
平

安
堂
人
」
(朱
印
)
「
直
賎
」
(朱
印
)

三
〇

(縦
三
六

・
二
糎

×
横
五

・
九
糎
。
吹
絵
紅
葉
茶
色
地

)
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二
九

(縦

三
六

・
二
糎

×
横
六

・
○
糎

。
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
)

炉
邊
閑
談

埋
火

の
も
と

つ
こ

ゝ
ろ
を
か
き
く
づ
し
か
き
お
こ
し
筒
語
る
夜

は
哉

季
鷹

(『
雲
錦

翁
家
集
』
巻

二

冬
歌
)

〔裏
書
〕



直
賎

「平
安
堂
人
」
(
朱
印
)
「
直
賎
」
(
朱
印
)

三
二

(
縦
三
六

・
四
糎

×
横
五

・
九
糎
。
金
描
薄
布
目
)

「
桐
園
」
(
朱
印
)

山
城
加
茂

山
本
季
鷹

三

一

(縦
三
五

・
七
糎

×
横
五

・
九
糎

。
銀
描
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
)

名
所
苗
代

つ
く
ば
ね
の
此
面
か

の
も

の
水
せ
き

て
し
つ
く
の
田
井
に
種
お

ろ
す
比

季
鷹

〔裏
書
〕

山
家
雪
季
鷹

降

つ
み
し
雪
を
や
煮
ま

し
水
掬
ふ
み
ち
さ

へ
た
え

し
山
陰

の
蕎

三
三

(縦

三
六

・
一
糎

×
横
六

・
○
糎
。
色
違
打
曇
銀
引
霞
布
目
)

霞
初
聲

鷹

花
鳥
の
色
音
に
そ
は
ん
春
色
を
ま
つ
見
せ
初
て
た

つ
霞
哉

季

311

名
所
苗
代

つ
く
ば
ね

の
此
面
か

の
も
の
水
せ
き
て
し
つ
く
の
田
井
に
種

お
ろ
す
比

季
鷹

三
四

(縦
三
六

・
七
糎

×
横
六

・
一
糎
。
雲
母
摺
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
布
目
)



病
に
く
す
し
と
恋
し
き
人
に
あ

へ
る
と
い
つ
れ
か
と
い
ひ
し
に

い
く
薬
わ
れ
は
何
せ
ん

一
夜
だ
に
あ
ふ
に
か

へ
む
と

い
ひ
て
し
物
を

季
鷹

〔
裏
書
〕

織
女
ま

つ
る
と
こ
ろ
空
を
見
人
有

棚
ば
た
に
心
を
さ

へ
や
か
し
に
け
ん
け
ふ

の
暮

る
は
立
ま
た
れ
筒

錦
翁
家
集
』
巻
二

秋
歌

)

季
鷹

(
『
雲

三
五

(縦
三
六

・
四
糎

×
横

六

・
一
糎

。
色
違
打
曇
銀
引
霞
)

註

薬
師病
に
く
す
し
と
恋
し
き
人
に
あ

へ
る
と
い
つ
れ
か
と

い
ひ
し
に

い
く
薬
わ
れ
は
何
せ
ん

一
夜
だ
に
あ
ふ

に
か

へ
む
と

い
ひ
て
し

物
を

季
鷹

平
安
堂
主
人

直
賎

「
平
安
堂
人
」
(
朱
印
)
「
直
賎
」
(
朱
印
)
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雪

の
下
駄
と
云
を
狂
寄
に
て
よ
め
と
有

し
と
き

此
下
駄
は
き
り
か
桜
か
し
ら
ゆ
き

の
は

を
も
花
を
も
埋
み
は

て
ぬ
る

季
鷹

三
七

(縦
三
六

・
五
糎

×
横
六

・
○
糎
。
茶
色
地
布
目
)

三
六

(
縦
三
五

・
八
糎

×
横
五

・
九
糎

。
茶
色
地
布
目
)

冬
月
影

季
鷹

大
そ
ら
の
雲
き
り

の
み
か
木
葉
さ

へ
は
ら
ひ
尽
し
て
す
め
る
月



三
八

(
縦
三
六

・
二
糎

×
横
六

・
○
糎

。
銀
描
桜
紅
葉
散
ら

し
模
様
水
色
地
)

月

類
な
き
ひ
か
り
を
四
方
に
敷
し
ま
や
や
ま
と
島
根

の
秋
夜
月

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

秋
歌
)

四

一

(
縦

三

六

・
七

糎

×
横

六

・
○

糎

。

銀

箔

布

目

)

山
家
夢

山
住
も
夢
は

心
の
外
な

れ
や
す
て

〉
来
し
世
に
行
か

へ
る
覧

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
三

雑
歌

)

三

九

(
縦

三

六

・
四

糎

×
横

⊥
ハ

・
○

糎

。

打

曇

)

歳
暮

と

ゞ
ま
ら
ぬ
と
し
は
を
し
ま
で
老
も
亦
ま
ち
迎
て
ん
花
鳥

の
春

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

冬
)
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四
二

(縦

三
五

・
五
糎

×
横
五

・
六
糎
。
打
曇
)

元
日
雨
降
し
か
ば

昨
日
ま

で
冬
ご
も
り
せ
し
草
も
木
も
う

る
ふ
世

し
る
き
春
を
む
か

へ
つ

季
鷹

四
〇

(
縦
三
六

・
四
糎

×
横
六

・
○
糎

。
藍
朱
型
押
し
模
様
銀
砂
子
布
目
)

月
明
き
夜
す
み
田
川
の
堤
に
夜
ふ
く
る
ま

で
見
居

て

言
と
は
ん
鳥
だ
に
も
居
ず
月
独
す
み
田
が
は
ら
の
夜
は
の
静
け
さ

季
鷹



四
三

(縦
三
六

二
二
糎

×
横

六

・
○
糎

。
水
色
霞
引
描
葦
布
目
)

三
百
人

一
首
初
編

二
入

夏

「
撰
歌
」
(
藍
印
)
「桐
園
」
(朱
印
)

山
城
国
上
鴨

山
本
安
房
守

四
五

(縦
三
六

・
五
糎

×
横
五

・
九
糎
。
色
違
打
曇
銀
引
霞
)

正
述
心
緒
歌

徒
に
世
を
尽
さ
め
や
天

地
に
す

こ
し
い
足
ぬ
益
荒
男

の
輩

季

鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻
三

雑
歌
)

四

四

(
縦

三

五

・
五

糎

×
横

五

・
二

糎

。

打

曇

)

家
内

の
雪
と
い
ふ
を
狂
寄
に
て
こ
ひ
し
か
ば

天
窓
を
さ
し
忘
た
か
南
無
三
宝
荒
神
ま

つ
に
か

》
る
し
ら
雪

季
鷹
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四
六

(
縦
三
六

・
○
糎

×
横
六

・
○
糎
。
銀
描
桜
紅
葉
散
ら
し
模
様
銀
砂
子
朽

葉
色
地
布
目
)

社
頭
杜
宇

片
岡
の
も
り
の
梢
に

な
き
す
て

ゝ
か
み
山
と
ほ
く
行
ほ
と

》
ぎ

す

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

夏
歌
)

〔
裏
書
〕

初
雪

踏
分
む
蹟
を
思

へ
ば
訪
も
う
し
と
は
ぬ
も

つ
ら
し
庭

の
初
雪

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

二

冬
歌
)



四
七

(
縦
三
五

・
二
糎

×
横
五

・
八
糎
。
銀
引
霞
銀
描
薄
布
目
)

社
頭
郭
公

か
た
岡

の
も
り

の
梢
に
暗
す
て

》
神
山
と
ほ
く
行
ほ
と

ゝ
ぎ
す

季
鷹

(
『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

夏
歌
)

五
〇

(
縦
三
六

・
四
糎

×
横
六

・
一
糎
。
色
違
打
曇
銀
引
霞
布
目
)

野
外
春
望

足
曳

の
山
畑
そ
ば

の
く
ぬ
木
は
ら

そ
れ
も
春
に
は
も
れ
ぬ
色
か

な

季
鷹

(『
雲
錦
翁
家
集
』
巻

一

春
歌
)

四
八

(
縦
三
六

・
○
糎

×
横
五

・
九
糎
。
銀

引
霞
雲
型
吹
き
付
け
)

節
分

の
戯
作

鬼
は
外
ふ
く
は
内

へ
と

い
り
豆
の
ま
め
で
こ
と
し
も
歳
を
と
り

升

雲
錦

(『
狂
歌
云
禁
集

』
)

五

一

(縦
三
六

・
三
糎

×
横
六

・
一
糎
。
銀
引
霞
雲
型
吹
き
付
け
)
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萬
物
感
陽
和

春
日
の
光
に
も
れ
ぬ
色
音
哉
み
ね
の
早
蕨
た
に
の
鶯

季
鷹

四
九

(縦
三
六

・
○
糎

×
横
五

・
三
糎

。
黄
土
色
地
)

霞
初
讐

花
鳥

の
色
音
に
そ
は
ん
春

の
色
を
ま
つ
見
せ
初

て
立
霞
か
な

季
鷹

五

二

(縦
三
六

・
五
糎

×
横
六

・
○
糎
。
銀
引
霞
銀
描
梅
散
ら
し
)



八
十

の
春
に

梓
弓
八
十
の
春
を
む
か

へ
つ
ゝ
も

、
と
せ
と
ね
ら
ふ
ま
と
は

》

づ
さ
じ

季
鷹

五
五

(縦
三
六

・
四
糎

×
横
五

・
九
糎
。
桜
紅
葉
散

ら
し
模
様
)

遠
山
花

芳
野
山
か
ぜ
に
な
び
か

ぬ
し
ら
雲
と
み
け
る
や
花

の
さ
か
り
成

ら
む

季
鷹

五

三

(縦
三
六

・
三
糎

×
横
五

・
八
糎

。
銀
砂
子
布
目
)

芳
野

ゝ
花
見
に
ま
か
り
し
時

吉
野
山
は
な
散
に
け
り
い
ざ
出
ん
世
を
ば
う
し
と
も
思
ほ
え
ぬ
身
は

季
鷹

(も
り
た

て
い
こ

・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
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神
祇

日
の
守
り
夜

の
護
り
と

天

つ
社
く
に

つ
社
や
鎮
め
ま
し
け
む

季
鷹

五
四

(
縦
三
五

・
九
糎

×
横
五

・
五
糎

。
打
曇
)


